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テ
レ
ビ
電
話
で
介
護
相
談

〈再生紙を使用しています〉

ー寝たきりや痴ほう性のお年寄りを介謹している家庭と、市役

所やデイサーピスセンターなど福祉施設をテレビ電話で結ぷ

rマルチメディア在宅介護支援モデル事業』の運営が開始に。
2月19日、このテレビ電話を使勺て相談を行う 『介護相談唱』

の聞所式が市役所で行われました。

この)J~業は、在宅で介護しているかたの支援を目的に、回目

補助を畳け実施しているもので、 3年計画で300台のテレビ恒

話を阻位する予定です。今年度は、お年帯りの家庭と、 rli世所
やデイサービスセンター・特別撞噂老人ホームなどの焔fil施設
に、あわせて100台が設置されます。

このテレビ電話は、家庭にあるテレビと電話を利用して、カ

メラ内雌の横器を設置することにより、テレビの画而に映った

自分や相手の顔を直接見ながら企話をすることができます。こ

れにより、寝たきりのかた白表情や体の動きなどを見ながら、

より具体的な相談が可能になりました。

市からむ定期的に 「お元気ですかコール』をして、相棋や11日

い合わせに応じていくほか、各施設附の利用予約や述絡などに

も活JHされます。

また、電話白みの相談にも応じます。お気軽にご利用くださ

い (介護相談室直通電話圃陪1234)。
.問い合わせ 健康推進課 (因1628)

EEー四回彊ー先



『上田市救急情報システム』を
ご利用ください/休日・夜間の医療情報は

消防署にお問い合わせを.ノ

固⑫0119

⑮011 

休
日

・
夜
間
の
控
医
療
体
制
強

化
の
た
め
、

t
田
市
医
師
会
の
協
h
A

を
い
た
だ
い
て
鴨
備
を
進
め
て
き
た

『
故
急
情
報
シ
ス
テ
ム
』
が
完
成
し
、

2
川
口
口
か
ら
利
川
で
き
る
よ
う
に

行
悩
灼
，
争
本

l
u

↑九
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
約
的
か

所
の
医
療
機
関
(
病
院
や
医
院
)
か

ら
の
診
察
が
可
能
か
ど
う
か
の
附
柑

を
、
屯
話
回
線
を
利
川
し
て
上
田
中

央
消
防
明
必
信
指
令
室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
指
航
。

U
M州
で
消
防
首
(
上
聞

巾
央
消
防
署
ま
た
は
上

m南
部
消
防

苫
)
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
診
察
が
可
能
な
病
院

等
の
情
報
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。日
枇
状
が
紋
急
車
を
呼
ぷ
ほ
ど
で
な

い
ね
度
白
、
急
な
発
品
開
や
軽
い
け
が

な
ど
で
、
休
日
や
夜
間
(
診
療
時
間

外
)
に
診
察

・
治
療
を
受
け
た
い
場

合
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。
制
時
間
体

制
で
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
医
療
情
報
を
利

用
し
て
、
教
急
隊
が
救
急
車
で
出
占

を
い
ち
早
く
山
剛
院
等
に
搬
送
し
て
収

符
す
る
こ
と
も
司
徒
に
な
り
ま
し
た
。

.問い合わせの手順
円1上田中央消防署(圃
L!..J⑮0119 )またはよ回
南部消防署(困@0119)に電

話してください。 消防署

白通信指令室がでます。

ト21症状などを説明して
】一一 ください。

情報畳録している病院 ・

医院を数か所紹介します

(医療機関名と電話番号)。

~慨を畳けたい医療機関に直接電話してください。
医療機闘が応対します。

川 |症棋などを説明してください。

~ 医師事が来院指示などをします。

川引医師等の指示に従
~い畳診してくださ

t 

L、.
m医療機関によっては、
他の教思患者の対応で惨

察できない場合、症状に

より他の専門医軍機闘を

紹介する場合もあります

ので、必ず電話で確認し

てください。

[21 1 3 !lil/lラ~J.!9

rll9番』は火事・救急車の緊急専用電話です。
:医療情報の問い合わせには使用しないでください。



引っ越しに必要な手続きなどが便利に.ノ

『市民総合窓口』を開設します
転入や転出などによる異動(引っ越しなど)の

際は、市役所での手続きをはじめと Lて、電貫・

ガスなどさまざまな手続きが必要となり ます.

3月から 4月にかけては、特に異動が草φする
ため、これらの手続きが同ーのフロアーで総合的

に行える 『市民総合窓口』を開股Lます。

引っ越し等を予定されている市民の皆さん、 企

輩の手幌き と市町手続きが同一フロアーで行える

この機会に、ぜひ市役所市民燥にお越しください。

.市民課の窓口

また、 2月から銀行の主払機のよう に住民票、

印鑑量揖柾明書、所帯恒明書及び税額E明書の交

付を畳けられる 『自島交付機』を市役所 (正面玄

関東側)と上回創造館(正面宝関内)に盤置Lま

Lたので併せてご利用ください。

なお、自動交付機を利用する場合は市民カード

と暗柾番号が必要です。カード先行については市

民螺・各支所へおたずね〈 ださい。

マ問い合わせ市民課(困 ，3 5 8) 

際 所 名 手続内容 鱒怠するもの 実施場所 実纏期間と時間

異動属・死亡届・出生届・傷鋼属等の受翠 平日午前8時30分から午後

印鑑登録外国人量館、住民事戸IIJt抄
印鑑、，黄金通領、固

.1 5時間分まで

市 民 援 2院の交付噂、際祭.・出産育児ー純金の支
民健康保険医(加入

市民課窓口 (3月29日出と30日[日1の両日
給国民健康保険医母子手帳の主付毎

している渇合L 印
l議開股します)

(戸籍届出は土岨日 ・日曜日はー時預かり)
鑑登録医等

野
一市

手続内容

課 | 住民旗・印鑑量録..~明書・所得証明
1.・税額夜明.の吏付民

-担当課による出張窓口

持a障するもの

市民カード

実施渇所

市在扇正面富民軍側

上国阻虹面玄関凋

実施期間と時間

毎日午前 7時から午後7時

まで

限 所 名 手続内容 持..するもの 実施省所 実施期間と略間

国保年金保 国民年金に関する伝入・伝出の手続
印鑑・年金手帳(墨 3月10日明1から 4月11日幽

磁年金番号) までの平日

福 祉 E栗 児書手当の申繍 ・消厳に関する手続 印鑑 市長銀窓口 午前8時30分から午後5時

15分まで (3月29日仕}と30

学校教育理 学畿の指定に闘する手続 印鑑 日(闘の両日は聞慢します)

校 務 課
所得医明書税・証明書 ・資産E明

印鑑 説務課窓口
平日午前8略30分から午後

.・野信庇'A・-公隈笹明・ 5碕15分まで

水 ;a 
局 水道の使用開始 ・閉桧に関する手棋

(3且29日出と30日(日)の両日 l

口座掻鎗手続、水道料金の徴収
銀行印、預金通帳 水道局窓口 は開股します)

-公益金業による窓口 (50音順・敬称略)
企 • 名 手続内容 持..ずるもの 実施嶋所 実施期間と時間

上回ガス脚
ガスの開後閉後申し込み、

銀行印‘預金通帳
3月18日出から 4月4日掛

口座緩嘗手続 までの平日

よ図郵便局 転居届 印鑑 午前自時から午後4時まで

N H K 住所変更、衛星契約申し込み、 領収匹、銀行印預

長野放送局 口座復讐手続 金通帳 市民ホール

<1>鶴電力側
電気使用の開始 ・廃止申し込み、 銀行郎、預金通帳、電気

口座語鎗手続 ご使用量のお知らゼ事

醐日本電慣電話 電信の移伝申し込み‘口座振替手続
銀行印預金通飢免許証

等本人を確毘できるもの

【3l IliI6ラZ万9.3. 7 



1-l 市役所匝蹄mm.

回③!IIil-

情報.， 
上回文士奴J人 Z玉ZA、
上田市観光会館 3月13日制-16日(8)午前10時~午後4時

上田市民会館 3月間目(目)午前10時~午睡4時

.問い合わせ よ田市文化センター (11[防0760)

-E昌司師E盟11¥1111::_
上田市職員を
募集します

川
西
地
域
大
学
公
開

講
座
へ
お
こ
し
を
/

••• 
マ
と
き

3
月
H
日
幽
午
後
7
時

初
分
1

マ
と
こ
ろ

川
西
公
民
館

(
小
泉
8
6
3

1
)

マ
テ
ー
マ

『
子
ど
も
と
大
人
の
地
域
生
活
を

耕
す
』

1
新
た
な
人
間
関
係
の
創
造

i

マ
構
師

東

京

K
学
教
授
・
佐

‘か伊
藤
一
子
さ
ん
(
大
学
院
教
宵
学
研
究

科
生
濫
量
帯
宵H
コ

ス

姐

当

)

マ

問

~理学療法士~

マ職種理学標，去士マ採用人員

若干名 マ必要書類 ①置歴書(総務

課にあります〉 ②最終学校成繍証明

書哩瞳康診断書(公立医軍機関で畳

診Lたもの) @免許註または暗了

〔卒輩〕見込証明書 ⑤80円切手添付

の白二重封筒(合否連絡用。あて名を

記入) マ尊重要項等の配布 3月3

日(月)からマ息込期間 3月3日開)か

い
合
わ
せ

0
0
4
)
 
川
西
公
民
館
(
胴
窃

5

『国
際
交
流
』
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
研
修
会
へ

••• 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
一
般
県

民
の
国
際
感
覚
の
育
成
と
国
際
理
解

白
地
進
を
図
り
、
国
際
交
流
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
目
的
で
す
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ

①

3
月
四
日

刷
H
長
野
市
・
県
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
3
月
四
日
附
H
松
本
市

・
県

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
泊
分
1
4
時

叩
分
)
マ
内
容
①
講
演

『海
外

駐
在
貝
が
見
た
ア
メ
リ
カ
の
社
会
・

日
本
の
社
会
』
②
国
際
交
流
民
な
ど

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
ン
ョ
ン

ら3月14日樹までに市役所本斤舎3階

総務課へ申L込んでください。 マ問

い合わせ総務課(困1203-1204)

『外
国
人
目
目
か
ら
見
た
日
本
そ
し

て
長
野
県
』
③
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
グ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
l
ム
ス

テ
イ
に
つ
い
て
マ
対
象

国
際
交

流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
・
一
般
県

民

マ

問

い
合
わ
せ

剛
長
野
県
国

際
交
流
推
進
協
会
(
回
0
2
6
1
2

3
5
1
7
1
8
6
・困
0
2
6
1
2

3
5
4
7
3
8
)
 

『上
級
防
火
管
理
者
』

講
習
会
を
聞
き
ま
す

••• 
マ
と
き

3
月
川
崎
日

ω
マ
と
こ

ろ
上
田
中
央
消
防
署
3
階
会
議
室

V
輩
格
防
火
色
理
者
白
資
格
の

あ
る
人
(
先
着
1
0
0人
)

マ

畳

鴎

料

無

料

マ

申
し
込
み

3
月

3
日
聞
か
ら
同
日
日
嗣
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
諜
(
圃
@
0
0
2
9
)

へ

1 選考目等
(1)選考日

3月21日出
121選考場所
よ図市役所本

斤舎5階

第三委員会費

131受付開始
午前8時30分
州選考開始

午前9時
2 本道考に応募
できない人

111日本圏諸を有
しない人

121地方公務員法

鏑要

.よ田市職員事聾要項

隙種| 応募資絡 |酷掴

次のいずれに

も該当する人

養
査

教

考

4

二

年

降

人

総

以

た

和

白

れ

昭

2

ま

申

月

生

第16l長各号の
いずれかに核

当する人

c<l理学療法士|面後

の免許を有す|考査

文
査
作
考

9

こ

成

旬
平

よ
r、
同

月

人

3

る

年

絡

董

伎

役

家

、

取

E

り

を

る

よ

幹

れ

に

免

わ

駿

該

行

賦

当

得する見込み

の人を含む)

理

学

療

法

士
L 

基閥附鴎師示宮山過半さん

r上回自由大学の実践に学ぶ』
~住民の学びと生涯学習~

問い合わせ社会教育課1m泡5102)

【4J

シンポジウム

シンポンスト 平野勝重さん ・小平千

文さん・工藤法子さん

総さん

講師小宮山量平さん

3. $111ラ~1.!g

司会漂町

閉会

開場

開会

基調講演

13 : 00 

13 : 30 

13: 40-

休憩

14: 50 ...... 

16 : 00 

上
田
市
文
化
会
館

3
月
お
日
働

IJ上岡市生涯学習
v市民フォーラム



a. 
' 

V
講
師

() 

-

と

き

・
と
こ
ろ

敏
さ
ん
{
下
道
商
工
振
興
ふ
E
A
R
-

き

3
月
包
日

ω午
後
1
時
1

3
時
初
分

上
田
商
工
会
議
所
5
階

ホ

ル

V
事
例
尭
裏

E泡町62
月日 催し 闘賞時間 入渇 問い合わせ

3/16 
文化

i町
よ国文書損『風光る』 10:00 3四円 芸街也会

00760 

n 土a"
'" 

上国民掴まつり '"∞ 線科 観光復

04100 

.この丸 1-2 上田市民会館

回富町田.材木町'-2-3上田市文化会館

金|問い合わせ

生活環2権限
(困1386・1387)

|上田創造館叫し l
(mmllll 

上
田
市
高
齢
者
学
園

み
ん
な
で
楽
し
く
/

••• 

( 

午前10時~正午

句後1時-3時

とニろ/第1・5研修室(i'加料300円)

プラネタリウb.の役・6
と き/3月22日出~同26日出

午後 1時四分~・ 3時~

ところ/ プラネタリウム草 (有料)

遭舗神去っり履

と き/3月22日出~同27日刷
午前9時~午後4時

ところ/民俗資料館 {無科)

パソコン教室 (太郎ワプロ編)

と き/ 3月22日出 23日刷 (2日間11

両日とも午前9時~午後 1時

とニろ/パソコノ::li

対象/上回小県地械にrf.佳通勤
通学する16歳以上の人 (先約

20人)
畳揚料/6000内

申し込み/3月16日刷より世話でどうぞ

伝承こども浴び会

と き/ 3月23日刷午前10時~正午

ところ/ コミュニティホール(無特)

・コ小学校3年生以Fの人<<1果E賞者同伴

新り紙敏室

とき 3月2日(日)

マ
宇
宙
日

年
間
四
日
(
入
学
式
・

卒
業
式
を
古
む
)
マ
学
習
場
所

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
マ
定
員

約
朗
人

マ
由
申
し
込
み

高
齢
者
福

副
セ
ン
タ
ー
・
上
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
市
役
所
健
康
推
進
諜
・
各
支

所
・
各
公
民
館
に
願
書
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
稿
祉
セ
ン

タ
ー
(
胴
m
H
1
4
1
1
9
)

マ
応
募
資
格
市
内
に
住
む
印
歳

以
上
白
人
マ
事
聾
期
間

3
月
H

E
働
1
4
月
日
日
幽
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

マ

学
習
内

容

一
般
教
聾
・
創
作
実
技
な
ど

-よ図原1640上回創造館
JA信州lうえだ
ファ ';;;/ョニノサロン
(22日まで開催)

セレスホル

nID!如001
まるこ'" 丸子町役場

3/9 櫨庫と福祉の '"鈎 傾斜 健."果姻l
7zスティパ" 03100 

日
まるこ春香寄席 2000問

丸子町
倒拘

三道事圃峯・ 18:30 
文化会館

業太郎親手会 3000門

日
中西圭ーコンサ ト

5150円 丸子町
出
KEIZQ NAKANISHI 18:30 

{指定〉 文化会館
CONCERT TOUR'97 

ご
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
明

藤
田
あ
や
子
さ
ん

岡
崎

3/9 華道きもの学院
装道きもの

'" 市民大学調座 "∞ 無料 学院

06844 

包 第24回星野県高校
よ回猿谷E

出 ギター・マンドリン理費金
10:30 無料 高綬

00435 

1/6 第4回チャ')ティー掴魁
市社会福祉

{聞 カラオケ大会
日，3日 無料 路磁会

rD2025 

丸子町文化会館

サンテラスホ ル

圃~~3700東部町文化会館
r-T画面百事す下立すテャー

r.の中の子どもたちJ
宝村豊男絵画展

(31日まで開催)

平
成
9
年
度
上
田
市

育
英
会
の
『奨
学
生
』

••• 
マ
輩
格
①
平
成
9
年
4
月
か
ら

高
等
学
校
へ
進
学
す
る
人
②
平
成
9

年
4
月
現
在
、
高
等
学
校
に
在
学
し

て
い
る
生
徒
③
平
成
9
年
4
月
l
日

現
在
、
市
内
に
6
か
月
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
人
④
本
会
以
外
の
育
英
会

な
ど
の
給
付
を
畳
け
て
い
な
い
人

マ
申
込
方
法

在
学
し
て
い
る
中
学

校
、
高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相

談
し
て
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
(
困

5
1
0
5
)
ヘ

マ
申
込
期
限

3

月
四
日
附

マ
決
定

育
英
会
の
評

議
日
会
で
決
定
し
ま
す
。

IIiI6ラ左足ず9 7 3 

ア
レ
ビ
版
広
報

サ
ン
デ
ー
う
え
だ

U
C
V
(よ
田
ケ
プ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
)
で
抽
映

毎
週
日
曜
日
6
回
肱
送

6
時
・9
時
・
正
午
・
日
時
・日
時

-n時

【5】



-情報テーブル・

，瀬川康男絵本原画点~ E 盟理
-源川鎗本を慨む;会 (お子さんといっしょにどうぞ)

3月15自国 ・16目(困)・20目醐午前刊縛30分-11略

圃フロアーレクチャー [原画 総本作家について解鋭)

ご緒鍾のかたは.'i!付までどうぞ.

問い合わせ 市立図書館哩ro0880J

~ 『ぼうし』

と き 3月14日幽-3月20日同午前10時~午後5時

ところ 上岡市文化センタ 1階展示定〈材木町)

.原画展示鶴演会 〈栂師 稽j~勇ーさん)

演題 "まうし』建鱒な絵慈の大地

3月15日出午後1時四分-3時

X 

身
体
障
害
者
の
皆
さ

ん
へ
の
『助
成
制
度
』

••• 
・
揖
覚
障
害
者
に
対
す
る
竃
艶
軒
の

補
助
{
平
成
8
年
度
分
}

火
気
の
取
り
扱
い
が
困
雛
な
視
覚

障
害
者
の
た
め
に
、
電
気
料
の
基
本

料
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
車

(次
由
要
件
す
べ
て
該

当
す
る
か
た
)
①
市
内
に
お
住
ま
い

で
、
生
計
中
心
者
ま
た
は
そ
由
配
偶

者
が
視
覚
に
つ
い
て
身
体
障
害
者
手

帳
の
l
級
ま
た
は

2
級
の
認
定
を
畳

け
て
い
る
②
契
約
電
気
容
量
が
拍

ア
ン
ペ
ア
以
下

-
人
エ
遭
析
の
通
院
費
補
助

(平
成

8
信
停
車
種
期
分
)

人
工
透
析
の
た
め
の
通
院
費
用
由

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
象

(
次
の
要
件
に
す
べ
て

詰
当
す
る
か
た
)
①
市
内
に
お
住
ま

い
で
、
腎
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身

体
障
害
者
下
艇
の
l
級
白
認
定
を
畳

け
て
い
る
②
片
道
2
回
以
上
の
距

離
を
通
院
し
て
い
る
。

マ

補
助
申

摘

出
叩
泊
さ
れ
る
か
た
に
は
、
必
型

書
類
を
お
置
し
し
ま
す
の
で
、

3
月

四
日
附
ま
で
に
福
祉
課
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
も
で
き
ま
す
。

-
住
宅
誼
且
の
補
助

(平
成
9
隼
置

工
事
会
l
級

・
2
級

・
3
級
の
脱
党
ま
た

は
肢
体
不
自
由
の
身
体
陣
容
者

(臼

歳
未
満
に
限
る
)
白
か
た
が
、
日
常

生
活
白
向
上
の
た
め
、
住
宅
を
改
良

す
る
場
合
に
補
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
工
事

貨
周
且
磁
曹
と
改
造
部
分
自
見
取
図

(改
良
前
と
改
且
甚
)
を
持
番
し
、

編
制
限
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
補
助
金
額
工
事
質
問
万
円
ま

で
全
額

〔平
成
8
年
度
の
場
合
)

マ
そ
の
他

新
聾
や
改
革
は
対
量
と

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
制
限
が

あ
り
、

一
定
の
基
準
を
超
え
る
場
合

ゃ
、
補
助
決
定
前
回
事
前
着
工
は
対

量
と
な
り
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

(困

1
6

0
2
)
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
.♂

期
限
は
3
/
引
で
す

••• 
1
前
3
号
観
樟
蹟
者
の
特
例
眉
1

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
に
扶
益
さ
れ
て
い
る
配
備
占

(サ

ラ
リ
マ
ン
由
主
な
ど
)
は
、
年
金

制
度
目
中
で
保
険
料
を
臼
偲
す
る
し

く
み
白
た
め
、
保
険
料
を
納
め
な
く

て
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し

『第
3
号
世
保
険
者
白
届

け
出
』
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い

る
と
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
芯
る

;
 

場
合
も
あ
り
ま
す
。

第
3
uち
被
保
険
者
の
届
け
出
は
通

市
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

2
年
間
し
か
年

金
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

3

月
幻
自
閉
ま
で
に

『特
例
届
出
』
を

し
ま
す
と
、
最
大
で
昭
和
引
年
4
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出

を
忘
れ
て
い
る
か
た
、
心
配
な
か
た

は
至
急
、

国
保
年
金
隈

(
市
役
所
本

庁
舎
1
階

・
困

1
3
6
5
・
-
3
6

6
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

地へ
球 l
Iこ IL-
接ボ
近 y

しプ
ま主主I
す星

••• 
平
成
9
年
3
月
末
ご
ろ
、
地
球
に

最
も
接
近
す
る

『へ

ル
・
ポ
ッ
プ

，いgn悦』
は
、
肉
眼
で
も
見
え
る
ほ
ど

非
常
に
大
規
模
で
、
そ
の
明
る
さ
も

か
な
り
の
も
の
が
期
待
さ
れ
、
全
国

各
地
で
飽
察
す
る
-」
と
が
で
き
る
も

の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
環
境
庁

で
は
、
国
民
や
事
業
者
な
ど
の

『
光

容
』
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
生
活
環

境
保
全
に
閲
す
る
瞥
売
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
へ

!
ル
・
ポ
ッ
プ

揖
一
一
星
申
観
察
と
そ
の
た
め
の
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。
期
間

は
、
琴
旦
が
位
も
見
や
す
く
な
る
4

月
l
日
出
聞
か
ら
同
6
日
制
ま
で
の

6

日
間
を
予
定
し
て
お
り
、
広
く
同
氏
、

各
樟
団
体
、
企
業
に
対
し
協
力
を
呼

び
か
け
ま
す
。

近
年
、
屋
外
照
明
な
ど
に
よ
る

『光
害
』
が
環
境
上
田
新
た
な
問
題

と
し
て
指
摘
さ
れ

『光
害
』
に
よ
り

星
空
が
見
一え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
期
間
中
は
、
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
を
し
、
暗
い
夜
空
に
普
旦
を
観

察
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

星
空
を
観
察
す
る
と
い
う
身
近
な
方

法
か
ら
大
気
環
境
の
実
態
を
知
り
そ

申
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
率

一っ
。
マ
問
い
合
わ
せ

1
3
8
8
)
 

生
活
環
境
課
(困

よりよい紙面づ〈りにご箇カを

広報モニター募集
マ封象 20歳以上の市内在IJ:1i

(一般公募10人穣殴) マ任期

聾鳴の日から翌年3月31FIまで

マその他 厳務内谷・応募)j法な

ど砕しくは rJ1;"報J 2 JJ 16目号I6
ページをご覧く ださい。 マ問い

合わ営 陣書課 {包 I1 1 2) 

[6】3. $16ラ左足~9



金利が引き下げに/
上田市制度資金
ーーーーーーーーーーーーーーー-ーーー

)3 3 4 Vz問い と し下げ事貰資察a あ， ， ，ニ t‘ 133 1 
I 0 .1 ろま 運用て

EAく，てt孟】

。豊富 ;t 正Si 
3 C1$I)~3 cの詐

.上国市制度資金の内容

中毒資金

2 • 
% 7 2 • 
3 

1率" 4 % 。% 

置転 股0・軍伝 飯備
" 運E 

11 I 11 

貸付限度額

でd 2 2 I 3 

陵綱』ださく

。
" 
010 

。。
万円7 s o 
ooo o 

万円 万円 万門
ι、

• 

悶

mm
イ

サ

京

五

加

刷

会

井

久

炎

干

鈴
木

U
子

倉

升

師

如

何

凶

則

子

岡

崎

ミ

ヨ

袋

町

制

佐

蔵

傘

緩

井
上
沼
rチ

愛

宕

町

内

荻

原

み

よ

小

体

盛

亀

千

幽

町

関

西

入

治

技

(1
月
届
け
出
分
倣
称
略
)

佐

藤

て

つ

脇

町

田

竹

内

元

田

上

断

常

利

吉

田

肝

石

巻

久

み

下

紺

血

町

肝

鈴

本

二
郎

生
向
ミ

y

仁

古

間

制

金

付

H
雌

大

久

保

叩

凶

山

中

き

〈

亦

羽

梅

雄

総

が

丘

百

四

刊

松

崎

志

乃

ぶ

下

飢

肘

加

雌

焚

慌

小

市

町

野

上

総

島

町

田

背

柳

延

緑

が

丘

師

厳

林

き

ょ

子

金

弁

喜

久

代

田

分

師

戸

回

備

え

語

五

加

刊

光

間

七

子

商

人

保

且

小

牧

時

今

村

清

次

郎

古

田

帥

清

水

隣

太

郎

山

中

仏

義

人

秋

刷

町

長

谷

川

剥

徳

み

す

ず

台

刈

帥

小

川

酒

井

滋

水

中

川

川

正

通

下

滋

此

帥

闘

滞

常

一
郎

よ

滋

賀

田

両

足

則

男

樋
沢
滋
雄

a
a川
町

ホ

聞

け

さ

材

木

町

白

命

沢

公

雄

石

井

秀

司

半

過

制

戸

楓

理

市

子

北

天

神

町

抑

仰

沢

英

工

附

海
部
ド
さ
を

上
常

国

師

中

村

駒

喜

上

小

島

師

小

出

武

雄

小
川
力
三

郎

金

井

万

七

嵐

幸

綴

台

回

石

合

て

る

本

羽

正

蔵

材

木

町

田

宮

坂

英

一

梅

が

丘

白

小

島

米

吉

赤

山

地

機

常

入

防

省

沢

民

夫

築

地

河

繍

山

忠

懐
仲
介
弥

-

障

制

山

河

池

村

正

利

五

加

柑

m
m
沢
正
道

佐
縦
覧

縫

御

所

叩

近

雌

正

極

染

嵐

羽

山

場

綾

江

佐

雌

孝

一

中

村

叩

悶

島

利

夫

神

科

斜

M
m

叩

縄

水

カ

ネ

コ

川

川

水

益

雄

中

之

条

河

西

時

行

雄

院

内

刊

印

字

啄

む

つ

飛

岡

今

朝

雄

岡

闘

車

M
ほ

き

り

子

縁

曲

中

野

清

志

吉

村

事

担

胤

場

町

帥

平

岡

よ

り

下

之

樹

脚

部

位

本

治

飢

竹

内

せ

い

神

鋼

帥

深

介

芳

雄

島

町

向

衛

施

R
三
郎

他
都
す
き

御

所

引

佐

麟

順

子

市

当

日

凡

台

刊

崎

材

質

三
石
武
古
三
郎

ド
紺
um
町

市

謹

関

守

一

ヲ

寓

勧

形

制

小

体

と

め

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

吉

凶
器

町

下
小
島

錠

沢
小

牧

中

野

鈴

子

上
本
輝

命

升岡
五

加

上
極
尻

上
継
尻

大
手
町

上
軍
賀

中
之
条

自

升

鈴

子

赤

坂

八
木
沢

ド
小
島

下
省
銀

鍛
冶
町

神

畑

金

井
伸

畑

愛
泊
町

大

股

学
海
市

回

竹

内

J
Z
纏

商

脇

創

師
。
欄
間

F
f
御

所

叫

品

石

版

廊

娘

赤

坂

田

η
問
中

守

大

手

町

開

田

山

口

芳

和

川

辺

町

肝

剖

消

水

機

峰

山

台

門

町

稲川

H
h
M
博

一
郎

岩

門

削

担

六

川

悦

中

吉

岡

向

田

依

附

回

女

志

l一
川
以
柳
町
師

田

小

休

包

子

下

之

条

開

田

横

塚

政

畿

東

五

加

回

目

睡

除

修

子

中

之

条

開

制

志

脳

陣

ま

さ

い

小

泉

創

田
小
竹
川
駅
二

分

去

師

団

瀬

川

繋

自

民

上

主

賀

前

田

城

内

忠

雄

五

加

朗

開

背

木

作

治

北

常

m
R引

制

高

儲

政

栄

三

野

町

m

mm

称
町
古
ニ
印

材

木

町

肘

刊

附

野

ナ

ツ

五

加

加

制

消

水

き

ょ

の

上

宅

賀

師

邸

機

修

新

一

上

沢

田

帥

何

回

車

-

材

木

町

田

制

司

仏

敬

一

御

所

河

制

平

弁

セ

キ

掠

勧

形

旧

制

高

僑
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.各種検診の申し込みはお済みですか

2月はじめにお造りしました 『平成9年度各種検酷
白申込書』はご提出いただきましたか。

まだ拠出されていないかたは、直接健康推進課 (市

役所南庁舎1階)または各支所に申込書 (はがき)を

拠出してください。

2月12日に締め切らせていただいたのですが、まだ
まだ拠出についての問L、合わせも多く、最終の締め切

りを3月10日仰とさせていただきます。それ以桂の申

し込みはできません白でご了承くださも、。

また、申込欄の 「基本健康診査とよ腸横器Jと 「大
腸集団検診」という項目の両方に rOJを記入したか

たは、「基本健康診査と大腸検睦」由同時畳診を橿先

させていただきますのでご了承ください (5月から基

本健康器査の畳診擦を刷次お送りしますので、大腸倹

診はそ由時に畳まましてください)。

なお、子宮がん瞳診は今回の申し込みの必要はあり

ませんが、希望されるかたは年間を過して市内の産婦

人科医院で畳盆できます白で4月以降にお畳けくださ

L、。

鮮しくは、 l月16日号の 「広報うえだ」の 『検診の

申し込みについて』をご監くださL、。ご不明な点や巾

込曹を紛貸した場合は、健康推進課までお問い合わせ

ください。b問い合わせ 位脱推進課 (困1626)

保健診tlT
在宅の寝たきりのかたを対象に

.無料で歯科健診と相談を実施

自分の歯や自分の口に合った入れ歯で宜事をするこ

とは、病気の回復や体力、健康保持にとても大切なこ

とですロ

b対聖者 在宅白寝たきりのかた b内容 歯科医
師と歯科南生士、保健婦が紡問iJl、入れ曲目手入れ方

法やはみがき指導、その他府1践に応じます。 t取し
込み・ 問い合わせ 健康推進諜 (困1626)

健康推進課

募集します

市は、乳幼児健診・寝たきり老人前科健診等で相談・

指導をする歯科酎生士を募集します。

b貰格 ①歯科衛生士の免許取得者 ②現在樹科医
院に勤務していない人 b人員 若干名 t必要書類

①申込書 ②履歴書 (健康推進課にあります) ③ 

歯科衛生士の免許白写L， tlf!し込み 3月21日幽ま

でに他版推進課 (困1626)へ

「在宅歯科衛生士J• 

fシシ坑f';tアークJ

の'R1*.f.募集ú~T
上田市と上田商工会随所は、未来と伝統と自然

のハモニ をコンセプトに、六文銭をモチー7

にLた花が未来に向かつて艶展Lてい〈聾を表現
Lた、新Lい 「シンボルマークJを制定LまLた。

このシンボルマーク在、多〈の皆さんに親Lん

でいただくように 『量称』を幕聾Lます。奮って

応募〈ださい。

4

司
応
募
用
紙
(郵
恒
は
が
き
)
の
配
人
例

で
『
6

も

~
e

抽

-
3
f
J
ポ
品
、
，

宇

S
E

会・2

-・.
.応募方，圭 専用の応募用紙または郵慢はがきで

応募して〈ださい。

応募用紙と応募箱It，市役所1階 『畳付J前と、

各支所(塩田・川西 ・量殿)の串口、上田商工会機

所1階ホール内に殴置Lます.

.応事期限 3月31日l月)まで (当日消印有効)

.入選 入選作品 (1点)を応募されたかたには、

記念品をお送りする予定です。尭車は、決まりし

だい 『広報うえだ』などでお知らせします。

.問い合わせ 上田市シンボルマーク運営聾員会

事務局 (回覧手45凹)
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